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次の非線型 Schrödinger 方程式の解の存在問題を考える.

{

−∆u + λV (x)u = |u|p−1u in R
N ,

u(x) ∈ H1(R
N ).

(∗)λ

ここで 1 < p < N+2

N−2
(N ≥ 3), 1 < p < ∞ (N = 1, 2) とし, V (x) ∈ C(RN ,R) は非負とし,

λ ≫ 1 は摂動パラメーターである.

ここでは V (x) は次のような potential well Ω をもつと仮定する.

(V1) Ω = int{x ∈ R
N ; V (x) = 0} とおくと Ω は滑らかな境界 ∂Ω をもつ非空の有界集

合. さらに V −1(0) = Ω.

(V2) 0 < lim inf |x|→∞ V (x) ≤ supx∈R
N V (x).

この設定の下では, λ → ∞ としたとき, (∗)λ の極限問題として次の Dirichlet 問題が現れる.

{

−∆u = |u|p−1u in Ω,

u ∈ H1
0 (Ω).

(D)

すなわち, uλ を (∗)λ の解で λ に依存しない定数 M > 0 に対して

‖uλ‖H1 ≤ M

をみたすとすると, λ → ∞ のとき, uλ は (D) の解 uD に収束する (必要ならば部分列

λn → ∞ をとる).

この問題は Ω が連結な場合, Bartsch, Pankov, Wang らにより研究され, least energy

solution の λ → ∞ のときの挙動, 無限個の解の存在のための条件等が比較的よくわかっ

ている ([1, 2]). ここでは, Ω が複数個の成分をもつときの least enegy solution の挙動,

multi-bump type solution の存在問題を Ding-Tanaka [4], Sato-Tanaka [5] の結果を中心に

述べる.

また時間が許せば, potential well が退化する場合, また Schrödinger system に対する

対応する結果等についても触れたい.
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